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船体外板塗膜の 汚損 と損傷評価につ い て

は じめ に

　SRC　News　No．48 及 び No．49号 に お い

て船 体汚損や塗膜損傷、お よび 就航実績解

析に つ いて 紹介しましたが、本稿で はその

結果 か ら興味を引きそうな所を紹介します。

1．就航実績の 簡易 解析結果

　主 として 北日本海域に就航する内航 フ エ

リ
ー
や東京湾の 往復等限られた 航路の 小型

船を対象に 提示され た就航実績デ
ータを基

に 提案 した 簡易 解析 法を 試 し て み ま し た。

提供頂 い た関係の 方 々 に は失礼 で す が玉石

混交のデ
ー

タか らどの程度 整合 性があ り且

つ 有 意 義 な結 果 が得 られる か が楽 しみ で

す。提供 されたデ
ータか ら平 均 速力、平 均

喫水、燃料消費量 を抽出し、計画喫水及 び

排水量 から就航時平均喫水相当の 排水量 を

求め、推進性能の 無次元パ ラメ
ー

タ と して

良く知られたア ドミラ リテ イ係数に 直 しま

す。ア ドミラ リテ イ係数 は船舶 の教科書 に

は必ず出て くるな じみ深 いパ ラメータで排

水量
2t3

× 速力
3
／馬 力の 式 で 表 わ され まず。

こ こで、馬 力の 代わ りに デ
ータの 取 り易 い

燃料消費量 を用 い 、排水量 がは っ きり しな

い 場合は、計画の 総 トン数や載貨重量 を使

い まず。汚 損に よ る 粗度 影響係数 は 入渠前、

出渠後のア ドミラ リテイ係数の比率か ら1

を差 し引 き、全抵抗 係数 を掛けて 得 られる

事 はSRC　News　No．49 で紹 介 しま したの

で 詳細は省き ます。入出渠前後 の 就航 実績

解析ア ドミラ リテ イ係数の 例を図 1に 示 し

ます。入渠再塗装により性能が向上す る事

が分か ります。

（100 μ相 当）、経年 変化影 響及 び汚損影響

の 合計 され た値 で す。なお、経年 変化影響

は 代 表 的 な 外 航 貨 物 船 の デ
ータ よ り

0．05E−3／年で 増加 し、6 年以 降はサチ ュ

レートして 0、3E−3 と して い ます。 図2 か

ら図 7 に（1）〜（6）の 指標と平 均粗 さ （μ）の

相関関係 を示 します。影 響の極端に大きな

貝類 を除 けばス ライム、海藻、膨れ、剥 れ、

錆は程度の相違 は有るもの の相関関係が見

られ、又、平均粗度の 値も公表されて い る

汚損状態の 船体外板平 均粗度の 値 と良 く対

応 して い ます。ス ラ イム や海藻 に よ る 関係

で は相関 関係 に疑念 の ある数点 の ケース も

膨 れ、剥れ、錆 と言 う損傷 とは相関が認 め

られます。玉石 混交 の デ
ー

タか ら構成 され

て い る に して は纏 まっ た傾 向 が 見 られ ま

す。
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図一3　塗 膜汚 損評価指数と平均粗度 （貝類）

　 　 　 　
一
「

　 　 　 　 　 I
　　　D

　 O　　　　　　　　　　 I

　 呂　　 呂

コ　 4 　 ，　 定　 1　 ：1：1

図一4　塗 膜汚 損評価指数と平均粗度 （海藻）
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図一5　塗 膜損 傷評 価指 数 と平均 粗度 （膨れ ）
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図一6　塗 膜損傷評価指数 と平均粗度 （剥がれ ）
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図一7　塗膜損傷評 価指数と平均粗度 （錆）

2．外板塗膜の汚損 ・損傷評 価

　　との関連

　入渠 時に お いて 、主 と して 塗料 メーカー

担当者の 目視 によ る 外板塗 膜汚損 ・損 傷状

況 の 5 段 階表 示 の 評 価 が行 なわ れ て い ま

す。（1）ス ラ イ ム、（2）貝 類、（3）海藻類 の

付着状況に よ り生 物汚損影響を、（4）膨れ、

（5）剥れ、（6）錆の 程度や範囲 に よ り塗 膜損

傷を夫々評 価 して いますが、こ れ らの指標

と上 記の就 航実績解 析結果 との 関連を検討

しま した。なお、就 航実績解析 結果 よ り求

めた粗度影 響係数 を更に国際水槽会議の式

に よ り平 均粗 さ（μ）に 直 して 評価 して い ま

す。 こ こ で、粗度 影響係数 （△Cf）は新造 時
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図一1　内航 船就航 実 績 と 船体汚 損影 響
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図一2　塗膜汚損評価指数と平均粗度 （ス ラ イム）

おわ りに

　多量の 就航実績デ
ータか らすばやく有用

な情報を得る方法と して 簡便な解析法を考

案 し、試してみま した。いろ い ろ と試 した

い誘 惑を押 さえて、機 械的な計 算を行 っ て

平均 粗度 を求 め、これも互い に無 関係 な観

察 者の 塗膜 評価 結果 と合 わせ て み た結果、

か な りの 相関関係の あ る 事 が 分 か り ま し

た。手 法そ の もの は かな り大胆 な仮定 を基

に し て お りま ずが、就航実績と塗 膜状態 と

を 関連 付 ける方 法 と し て 有効で は な い か と

考 え てい ます。
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